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総 務 委 員 会 報 告 資 料
令和６年８月２０日 

件 名 防犯対策補助金にかかるアンケート調査結果について 

所管部課名 危機管理部 危機管理課、犯罪抑止担当課 

内 容 

令和５年度防犯対策補助金にかかるアンケート調査を実施したの

で、その結果について以下のとおり報告する。 

１ 調査概要 

（１）期 間 ６月２５日（火）～７月９日（火） 

（２）対象者  令和５年度防犯対策補助金申請者（ランダム抽出） 

（３）回答数  ３５９名／５００名（回収率７１.８％） 

２ 結果概要 

（１）補助金がなかった場合、防犯設備の設置及び防犯物品の購入はし

ましたか？ 

「補助金があったから購入した」が２７３名（７６.０％）で、

補助金の効果がみられた。 

（２）防犯設備の設置及び防犯物品の購入をして、安心感はどう変化し

ましたか？ 

１ 補助金があった

から購入した

76.0%

２ 補助金がなくても

購入した

24.0%

１ 安心感が増した

90.8%

２ 変化はない

8.4%

３ 安心感は減った（不安が増した）

0.8%
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防犯対策物品の購入後、「安心感が増した」が３２４名（９０.

８％）で、体感治安の向上にも寄与した。 

（３）防犯設備の設置及び防犯物品の購入後、防犯意識に変化はありま

したか？ 

防犯設備等の設置後、防犯意識が「高くなった」が２６４名  

（７３.９％）で、防犯意識に関する波及効果もあった。 

（４）今後も別の防犯設備の設置及び防犯物品の購入を検討していま

すか？

今後の防犯対策について、「補助金があれば検討する」が２８０

名（７９.３％）で、事業の継続が期待されている。 

１ 高くなった

73.9%

２ 変化はない

25.8%

３ 低くなった

0.3%

１ 補助金がなくても

検討する

15.6%

２ 補助金があれば

検討する

79.3%

３ 補助金があってもなくても

検討しない

5.1%
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（５）今回、補助対象とした４４種のほかに、対象に追加を希望する防

犯設備の設置及び防犯物品はありますか？ 

要望がある一方で、自由記載欄のほとんどは既に対象としている

物品が多かったため、対象物品の周知が課題である。 

（６）防犯対策補助金の申請前に、何かしらの被害に遭ったことはあり

ますか？ 

（７）防犯対策補助金の申請後に、何かしらの被害に遭ったことはあり

ますか？ 

 

防犯対策補助金の申請前に被害に遭ったことが「ある」が８７名

（２４.７％）で、申請後に被害に遭ったことが「ある」が１５名

（４.２％）で、防犯対策の実効性もあった。 

３ その他 

定期的にアンケート調査を実施し、効果検証を行うとともに、防犯

物品の追加等を検討する。 

主な意見 

１ 宅配ＢＯＸ （６件） 

２ ＧＰＳ （４件） 

３ ドライブレコーダー 

（３件） 

（６）申請前 （７）申請後 

１ ない

66.6%

２ ある

33.4%

１ ない

75.3%

２ ある

24.7%

１ ない

95.8%

２ ある

4.2%
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総 務 委 員 会 報 告 資 料
令和６年８月２０日 

件 名 令和６年度ながら見守り登録者限定ワークショップについて 

所管部課名 危機管理部 危機管理課 

内 容 

イベントを通し、「活動者のモチベーションや活動の質の向上を図る」「ワー

クショップで活動者からの意見を聴取し、今後の事業展開につなげる」ことを

目的とし、以下のとおりイベントの実施案等を報告する。 

１ 実施案 

内 容 

実施時期 

場  所 

区内４警察署管内ごとに実施する。 

（１）令和６年１１月２日（土）

西新井地区（西新井センター）

（２）令和６年１１月１７日（日）

綾瀬地区（勤労福祉会館）

（３）令和６年１２月２１日（土）

竹の塚地区（竹の塚地域学習センター）

（４）日付未定

千住地区（調整中）

対象人数 

ながら見守り登録者のうち、希望する者約１６０人 

（各回約４０人） 

※ 令和６年７月３０日時点の登録者４，４９１人

協力者 

足立区防犯専門アドバイザー２名、足立区防犯まちづ

くり推進アドバイザー、各警察署防犯係 

※ 足立区防犯専門アドバイザー

東京未来大学こども心理学部長

出口 保行  教授 

東京大学大学院工学系研究科  

樋野 公宏 准教授 

※ 足立区防犯まちづくり推進アドバイザー

筑波大学システム情報系社会工学域

雨宮 護 准教授 
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スケジュール

５人×８班（計４０人）のグループ形式で実施する。 

※ 足立区防犯専門アドバイザー２名、足立区防犯

まちづくり推進アドバイザーは可能な範囲で進

行を行う予定 

１０：００ 事務連絡 （５分） 

１０：０５ 地域の防犯講話 （３０分） 

① 各警察署防犯係

② 足立区防犯専門アドバイザーまたは

足立区防犯まちづくり推進アドバイザー

１０：３５ アイスブレイク＆ワークショップ説明     （１０分）

１０：４５ ワークショップ＆発表 （６０分） 

１１：４５ 講評 （１０分） 

① 各警察署防犯係

② 足立区防犯専門アドバイザーまたは

足立区防犯まちづくり推進アドバイザー

１１：５５ 区連絡事項 （５分） 

２ 今後のスケジュール 

８月 開催日時の確定 

  ９月～１０月  登録者への周知、申し込み開始 

  １１月～１２月 実施 
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